定例市政記者クラブ・市長懇談会（１１月分）の結果について
日時：平成２２年１１月４日（木）午後１時～１時２５分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ９社
【北海道新聞、釧路新聞、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、日本経済新聞社、時事通信社、ＨＴＢ、TVｈ】
（２）市長ほか１０人
会 見 内 容

1． 話題提供（５項目）

１．岡山市・釧路市友好親善交流訪問団の実施について
■　観光交流都市・岡山市との今年度の交流事業につきまして、岡山市・釧路市友好親善交流訪問団として、岡山市を訪問してまいりました。
■　岡山市との提携の経緯につきましては、岡山市の後楽園から、釧路市の丹頂鶴自然公園へ送られてきたタンチョウの卵を人工ふ化させたことがきっかけとなりまして、昭和５４年１０月から「観光交流都市」として相互交流を重ねてきております。
今年９月に行われました『釧路大漁どんぱく』におきましても、岡山市から多くの物産品が販売され、好評を得たところであります。
また、去る１０月３日には、岡山市にて開催されました『岡山京橋朝市』に釧路市物産協会が出店しまして、釧路の物産品の販売・ＰＲを行っております。
■　今回の友好親善交流訪問団につきましては、提携後の昭和５５年以来、最近では３年に一度となっておりますが、お互いの都市を訪れ交流を図るものでありまして、釧路市からの訪問は今年で１５回目となりました。昨年は岡山市から２５名の交流訪問団を受け入れておりまして、今年は釧路市から同じく２５名が訪問いたしました。
■　私は、岡山で交流訪問団に合流致しましたが、市民交流訪問団の皆さんは、四国・高知空港に降り立ち、高知から香川を周遊した後、瀬戸大橋を渡り、岡山市民との歓迎レセプションに参加いたしました。
その後、岡山の後楽園では、観光交流都市提携のきっかけであり、昨年政令指定都市移行にあわせ岡山市の鳥に認定されたタンチョウを視察してきたところであります。

■　また、岡山市役所では、高谷市長を表敬してまいりましたが、この他に、訪問団は、おかやま観光コンベンション協会、商工会議所などを訪問いたしました。

■　岡山市とは「観光交流都市」以外にも、物産交流も盛んに行われております。今回は天満屋岡山本店で開催されました「北海道の物産と観光展」で釧路特集を実施していただきまして、道内各都市も参加する中で、参加市を代表して挨拶及び会場視察を行ってまいりました。
会場内では釧路市物産事業者が６社ほど出展しておりまして、さらに釧路湿原を再現したジオラマを展示しながら、釧路観光の誘客を図る事業も実施してまいりました。


■　昨年釧路で開催されました全国鯨フォーラムが、今年は、沖縄県名護市で、１１月６日（土）、７日（日）の２日間にわたりまして、開催されます。過日、行われました「くじら祭り＆くしろの鯨　味めぐりスタンプラリー」での２名の特賞受賞者の方と一緒に参加することとしております。
■　このフォーラムでは、釧路にも来て頂きましたが、全国のクジラに縁のある皆様方にお集まりいただき、さまざまな情報交換等をする流れになっております。
■　また、その中で、今年９月４日にステージデビューをした、釧路こどもバンド「ザンギッズ」が歌う「クジラ　デ　クシロ」のＣＤを持っていき、関係者に配布しながら、ＰＲしていこうと思っております。


■　釧路のししゃも漁が今年も１０月２８日から始まったわけでございますけれど、「釧路ししゃも」の認知度を高め、消費拡大を図ることを目的に、１１月６日（土）から２３日（火）まで市内外の飲食店５８店舗に参加いただき「第３回釧路ししゃもフェア」を開催いたします。
■　特に今回は釧路市、釧路町のお店に加え、札幌市の飲食店（そば酒房札幌円山　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆず),柚)）も参加いただくことになりました。

■　「釧路ししゃもフェア」は、期間中、参加各店で釧路ししゃもを使ったアイディア料理を、多くの皆さんに食べていただこうというものでございます。

■　「釧路ししゃもフェア」期間中に参加店で釧路ししゃも料理を食べて専用の用紙にスタンプを押してもらい応募すると抽選で５０名に参加店で使える共通食事券や地場産品などが当たりますので、多くの方々にご応募をいただきたいと思っております。

■　また、１１月６日（土）午前１１時から釧路和商市場の中央パティオにおきまして「釧路ししゃもフェア」オープニングセレモニーを開催いたします。当日は、「ししゃも早串さしゲーム」や釧路ししゃも炊込みご飯の無料配布も行います。
■　さらに、フェア最終日の１１月２３日（火）には、釧路空港２階ロビーにおいて釧路ししゃもの試食販売も予定しております。

■　釧路市景観賞は、第１３回目の実施となりますが、７月２３日から８月３１日まで候補の募集を行いまして、７９件の応募があったところであります。
■　この７９件から、一定程度の整理をいたしました結果、最終的な審査対象件数は４０件となり、１０月５日に開催した選考委員会での審査を経て、お手元の資料のとおり４件の受賞を決定いたしました。

■　受賞者につきまして、簡単にご紹介させていただきますが、

　　景観賞特別賞は、音別町女性協議会を中心に地域住民の手によりまして、国道３８号線沿道の歩道植樹帯の緑化等に取り組んでいる“まちづくり活動”でございます「ルート３８ビーナスロード」に決定いたしました。
■　景観賞奨励賞は３件ございますが、うち２件は個人の住宅でありまして、いずれも、建物、塀、庭を含めた全体の佇まいが周辺と調和し、潤いのある景観を創出している点が評価されました。

　　また、「北海道釧路工業高等学校」につきましては、長年にわたる緑化への取り組みが評価されたものであります。

■　これら４件の受賞者につきましては、今後、市のホームページ、広報誌等を活用しながら広くＰＲし、景観づくりに関する啓発に努めてまいりたいと考えておりますので、皆様におかれましても、報道方よろしくご協力をお願いいたします。

■　なお、表彰式につきましては、１１月１２日（金）午後２時から、市議会議場で行う予定でございます。


■　お手元にチラシを配布させていただきましたが、１１月１６日（火）午後１時３０分から釧路プリンスホテル２階鶴の間におきまして「ザ・シンポジウムみなとｉｎ釧路」を開催いたします。

■　シンポジウムのテーマは「日本の食生活を支える東北海道と釧路港」でありまして、港湾の重要性や必要性の理解を深めるほか、国際バルク戦略港湾の指定に向け取り組んでいる釧路において、安全で安心な食生活に果たす東北海道の役割やそれを支える釧路港の役割について市民の方々にもお話をさせていただき、今一度考える契機となることと考えております。

■　内容につきましては、釧路公立大学の小磯学長に基調講演の講師とパネルディスカッションのコーディネーターを務めていただくのをはじめ、北海道からは柴田釧路総合振興局長、生産者の立場から瀧澤釧路丹頂農協代表理事組合長、全農から八高課長、釧路港おもてなし倶楽部の金子副委員長などとともに私もパネリストとして参加いたします。

また、「国際バルク戦略港湾」指定に向けた釧路の取り組みは、小松副市長から報告する予定でございます。
■　「釧路港」の果たすべき役割と東北海道の将来につきまして、皆さんと共にどのように進めていくか考える機会としてまいりたいと考えているところでございます。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　ＨＡＣに関連した動きがあるかどうかをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　１０月２９日（金）に、北海道の宮木建設部長が釧路にお見えになりまして、大きな方向性として北海道と札幌市との確認ができましたとのご報告にまいりました。そして、これからについては、今後、詳細を詰めていきたいとのことでした。具体的な話は、全くありません。
　　大枠が決まった中で、当然出資という構図になると思いますが、それが具体的にどうだと言うことまでは何も事務的にも話はきていませんし、その時にもございませんでした。

（質問）

・　ＨＡＣの重要性について、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　ＨＡＣは「道民の翼」というかたちの中で位置付けられ、自分も今まで利用してきたこともありますし、多くの方々が利用している、ある種の公共交通機関に位置付けられるものと考えていますので、守っていくことは大事だと思っております。しかし、それをどのようにして、確保していくのかが、これからの知恵の出し方だと思っております。そういう意味の具体的な話は、今のところ何も有りません。
　　
（質問）

・　ＨＡＣへの出資について、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　どのようなかたちでＨＡＣを残すのか。今は単純に路線維持でやる。そして、就航先の市町村が出資を行う雰囲気がありますが、本質の話にはならないと考えています。
ＨＡＣの役割をしっかり示していただきたいと前から話をしているのですが、それが一向に示されないところが非常に切ないところであります。
例えば、医師を確保する為に路線が必要であるとした場合、北海道には医育大学が札幌・旭川しかないのですから、そこからお医者さんを派遣するためのものだとか、若しくは、航空運賃で課題となっている南北格差（マイル単価）があるのですが、そういったところを是正するものだとかの役割がＨＡＣの中にあると考えます。
単に、ＨＡＣでご商売することや、採算性のあるところだけ就航すると言うのであれば、民間でやればいい話になります。だからＨＡＣが出資だとかそれぞれの公的なお金を入れていくのであれば、しっかりとした目的が構築しないといけないと思いますと話をしてきております。
（質問）

・　ＨＡＣへの出資について、市として検討するかどうかは、北海道からＨＡＣの役割を示してもらってからということなのかお伺いしたいと思います。
（市長）

・　そういうことです。一貫して単なる路線維持のためだけに公金を入れることに疑問を持っていますと始めから話をしております。
























５．「ザ・シンポジウムみなとin釧路」の開催について





４．第１３回釧路市景観賞の受賞者決定について




















３．第３回釧路ししゃもフェアの開催について





２．「全国鯨フォーラム２０１０名護」の出席について
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